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6 < U. b ri /J' /l (} v' : http: //j p.fuj itsu.com/gro up f flm I eco lhiranavi/>
7 <Miss America Kid-Safe Web Browser: http://www.missamericakids.com/ >
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像数 と定義する.Bubble Browserでは,コンポーネン トの情報量と泡の大きさを対
応させ,情報量の大きいものほど泡のサイズを大きくし,ユー ザの関心をひくように
する.つまり,情報量の小さいヘッダーやフッターといつたコンポーネン トは小さな





種類 とし,ユー ザがボタン1つで簡単に切 り替えられるようにする。
―タイ トル十関連画像 :概要を指握するためのデフォル ト表示.(図2.5(a))
一関連画像 :視覚性を重視するための画像情報を主とした表示。(図2.5(b))




















































































































ンプレー トには 「らしいよ |,みたい !,つてさl,らしい,だってさ♪,なんだって,みた
いだよ,らしいね―,だね―,だって」,応答テンプレー トには「へぇ― !l,そうなんだ♪,
ベー !そうなんだね!,ふ―ん,そつかぁ,そつか !すごいね♪,すごいや !!,知らなかった―,
そうなの??,もつと問かせて !」 のそれぞれ10種類の語尾,応答をあらかじめ用意した.
システムの実装
Windows XP搭載のPC上で,Visual Studio.NET Visual C#言語でWめページの解析































































































































































































図 2.9:各ブラウザの楽しさ 図 2.10:各ブラウザの操作性
表 2.5:各ブラウザの反復性
使いたい 1使いたくない
バブルブラウザ (全11人) 100% 0%
ひらがなブラウザ (全9人) 67% 33%
一般ブラウザ (全9人) 67% 33%
者が1人いた.また,“泡に表示 している画像やテキス トがわかりにくい"と答えた被験者
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“ 菫 ―・ テキストの面積
図 3.1:指標の例 (Stzc,ImαθcRαte,TeχιRαιθ)
画像やアニメーションの占める面積の割合が大きいほど,子供向けのページであると
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Di,f f i,cultErpression6 :




























































































































































































































































































C hi,I dr en E rpr es si, on L D i, f f i, cult E npr e s sion
KanjiRate L. Easy
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Easy L. SetenceLength
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ブ トピックの全体像を明らかにする (調査項 目1).次に,子供が評価 したサブ トピックの
スコアに影響する要素について調査 し,子供向けサブ トピックを特定するために重要な点
を検討する.具体的には,まず,デー タセットとして用意 したクエ リやサブ トピックの抽
出元ソースの種類が,抽出できるサブ トピックの種類に影響 し,子供によるサブ トピック
のスコアに影響すると考えられるため,クエ リやソースの種類 とサブ トピックのスコアの

























































































































































wikigenRel genKey kidRelkidKey kidCat
intent銃女 9,72 4.72 13.4542.08113.909.000
difnculty2.9161.9712.5921.8212.4412.126
abstraction 3.1202.7892.6523.5232.9403.380
表 4.5:各ソースで抽出したサブ トピックが表現 している意図の例
地球温暖化 沖縄 ポケモン
wiki影響,対策,議論 社会,文化,自然 ゲーム,テレビ,市場
genRel 対策,概要 ツアー,サイ ト ゲーム,サイト



















































分か りやすさ 0.447-0.2840.294 0.2860.252
調べたさ 0.3700.005 0.133 0.1710.170
役立つかどうか 0.380-0.0190.197 0.2310.202
?? サ ブ 例:取得表 4.Z高スコアな Jとサフ トビックEIJ(意図の例 (サフ トビツク 元ソース










































表 4.8:低スコアな意図とサブ トピック例 (意図の例 (サブ トピツク例:取得元ソース))













































80 第4章 1″EB検索クエリに関する子供向けサブ トピックランキング手法
表 4.9:各学年のクエ リの検索目的ごとの平均スコア
学年 学習 趣 味




























学年 intentdifficulty abstraction kidIIitgenHit
分かりやすさ 中1～3 0.383-0.1130.188 0.2970.238
/Jヽ5～6 0.438-0.2110.239 0.2580.322
/Jヽ3～4 0.374-0.2020.241 0.1740.224
調べたさ 中1～3 0.372-0.0850.080 0.1330.151
/Jヽ5～6 0.329-0.1040.097 0.1590.172
/Jヽ3～4 0.356-0.1050.120 0.1980.111









学年 wikigenRel genKey kidRelkidKey kidCat































に示す,沖縄の “いいもの"のような曖味なサブトピック, トマ トの“赤い",“おいしい"の
ような単に性質的な事実を述べているだけのサブ トピック,地球温暖化の “どうして起こ
る?"という質問形式のサブ トピック,実際に検索に利用できるサブ トピック (`一般'と記
す)の4種類に分類した。3人の評価者間のFleis♂ Kappaは0.831と高い一致度となった。





























































































MAP(Mean Average Precision)は高スコアなサブ トピックを網羅 している割合を示す指
標で,式(4.2)より求める。
A鳥 = :(平rcιじ)                 (4.1)




















ソース全てを用いたもの (SOurce),全ての指標を用いたもの (All)の8種類のケース (手
法)でランキングした結果を比較 した。
指標の組合せはRanking SVM Bqを鷹いて決定した.具体的には,カー ネルは線形カー
ネルを用い,デー タセット中の1種類のクエリをテストデータ,残りの10種類のクエリを
トレーニングデータとし,Ranking SVMを用いてランキング関数を学習 した。学習 したラ
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